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近年，水不足の解消に向けて，海水から真水を取り出

す海水淡水化技術の導入が急速に進んでいる。しかし，

淡水化の際に副生成物として生じる濃縮海水は塩濃度が

高いため，そのまま外部へ排出すると，海洋環境に大きな

影響を及ぼすことが懸念されている。そのため，海水淡水

化技術の導入と並行して，濃縮海水の塩濃度を効率的に

下げるための技術開発も望まれている。 

本研究では，非常に粒径が小さい結晶，いわゆる微結

晶による「成長促進（Growth Rate Enhancement, GRE）現

象」を利用して，塩の結晶成長を促すことにより，溶液から

塩を結晶として効率的に回収する手法を検討した。これま

での微結晶による GRE 現象に関する研究では，主に目

的の結晶化成分と溶媒から構成されるシンプルな実験系

を用いて，溶液中での一粒の結晶（親結晶）の成長に対

して微結晶の供給が及ぼす影響について検討されてきた。

しかし，実際の晶析プロセスでは，多数の親結晶が溶液

中に懸濁しており，かつ目的の結晶化成分以外の成分

（不純物）も存在する。また，仮に GRE 現象を利用するた

めに供給した微結晶が親結晶の成長ユニットとして取り込

まれずにそのまま成長した場合，最終的に得られる結晶

粒子群の粒径分布は悪化する可能性がある。すなわち，

微結晶による GRE 現象を利用して，高品質な結晶粒子

群を得るためには，供給した微結晶のその後のふるまい

を考慮する必要がある。そこで，本研究では，懸濁型晶析

で析出する結晶粒子群の品質を損なうことなく GRE 現象

を利用できるような操作条件を検討した。具体的には，複

数の親結晶が存在する懸濁液への微結晶の供給や不純

物の存在が結晶成長や粒径分布に及ぼす影響を実験的

に検証した。 

 

 

その結果，供給する微結晶の粒径が比較的大きい場

合，微結晶による成長促進効果は確認されたが，微結晶

供給後に得られる結晶粒子群の粒径分布はばらつきが

大きくなることがわかった。一方，供給する微結晶の粒径

が数 µm 程度の場合，得られる結晶粒子群の粒径分布は

微結晶供給の前後で大きく変化せず，成長促進効果は

微結晶を供給しない場合に比べて数十倍向上した。さら

に，海水中に含まれる NaCl 以外の塩分（KCl，MgCl2）を

不純物として含む塩水を用いて，微結晶による成長促進

効果を比較した。その結果，不純物が存在すると微結晶

による成長促進効果は高まり，不純物の濃度が高いほど，

その効果が顕著になることが明らかになった。 

以上より，懸濁型晶析では，供給する微結晶の粒径や，

溶液中の不純物の種類や濃度が，微結晶による成長促

進効果や最終的に得られる結晶粒子群の品質に大きく影

響することが明らかになった。今後，不純物存在下で成長

促進効果が向上するメカニズムや，複数の不純物が存在

する場合での GRE 現象を検討することで，微結晶による

GRE 現象を積極的に利用して高品質な塩結晶を効率的

に回収するプロセスの開発が期待される。 
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